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論文内容の要旨

本論文において筆者は一般の未知プラントを制御対象とする適応制御と学習制御にパターンの

識別法を利用する方式を提案し、これらの制御系の動作と可能性についての考察を行なう。この方式

による制御器は未知プラントを制御すると同時に、プラント状態空間で観測される状態遷移パター

ンを識別して、最適な制御器構造を自己学習していく。この結果、制御器は複雑で、不確定な制御状

況において、基本的な最適制御である最短時間制御を達成できる。またこの制御系は不安定な制御系

を安定化する機能をもっO

本文は以下の 9 章より成り立っている。

第 I 章は本論文の概要の記述である。

第 E章では現在の工学において適応制御と学習制御が占める位置を明らかにし、これらと高度な

適応メカニズムをもっ生物系の制御とを比較して、適応制御と学習制御にパターン認識機能を導入

することの必要性を指摘する。

第E章においては、第 H章で指摘したパターン認識制御の 1 つの可能性を与える D すなわち未知プ

ラントを駆動する操作量の bang-bang切換面を部分線形面によって構成し、最短時間切換面のも

とでは、存在しえない状態遷移パターンを識別して部分線形切換面を逐次修正することにより最適

制御が実現されることを示す。切換面の修正は制御過程において、オンラインで行なわれ、少ない

適応ステップ数で最適制御に劣らない制御成績をあげることができる。

第百章では、第皿章の方法とは異なった階層構造をもっ非線形切換面(これを@切換面とよぷ)

を構成し、学習によってその構造を最適決定する方法を示す。

第V章ではø切換面を用いた適応制御方式について述べる。第田章のものとは若干異なった状態

遷移パターンの認別の論理と自己学習アルゴリズムを導くが、これらは実現が比較的容易であり、

切換面構成のために切換面の量子化を必要としない点と合わせ、高次プラントの制御に適している。
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シミュレーションの結果は、本方式が良好な収束性と適応性をもつことを示している。

第百章においては、第V章の適応制御方式を学習制御方式に発展させる。これは拡張状態空間にお

ける、状態遷移パターンの識別と自己学習アルゴリズムによる拡張伊切換え面の構造修正によって可

能となる。この結果、過去の適応成果の蓄績が可能となり、経験された制御情況が発生した場合には

ただちに適応成果を利用できるため、時間的に速い変動をする制御状況での最適制御が達成できる。

また、連想制御の概念にも触れる。

第 VJI章にわいては、パターン識別に基づく自己学習アルゴリズムがもっ安定化機能について述べ

る。この機能は生物系のホメオスタシス確1機能と対比でき、超安'主性の概念によって説lり!できるも

のである。

第珊 t;tは、本，論文の研究の新たな発展の可能性と、本研究に関述してはいるが別わ系統に属する』深

題についての考察である。

以後に第EII にむいて、本論丈で、述べる適応制御系と'下向;j)IJ 佐[l系の特徴と問題点を整JIUする。

論文の審査結果の要旨

11l t~{11与 Iltj 制 !ß'1l系にむいて、;jjlj御対象の状態変化を状態遷移パターンとしてとらえ、 M適切換え面が

構!戊されている場合に観測されるパターンと、そうでないパターンとを識別し、操作ほの切り換えを

行なうりJ換え関数を適応的に修正して、最適な切換関数をうることを示している。 切り換え|対数の種

類としては、部分線形関数と多項式とを用いているが、最適切換関数を実現するのにイ1・効な構造とし

て、一つの階層構辺幸示している c これらを用いて種々の制限il対象ならびに入力に付して品短時間制

限il 系を構!戊しうることを示している。さらに t)J換関数系に、記憶作H~ を付加して、宇?と1 :l;IJ1;::11 系を構成

し、状況の急動に有効なことを示し、また安'占件ーについても考慮を加えている。これらの Jhl;むよび

成果は独創的なものであり、この分肝に大きい貢献をしている。
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